













































































































Environmental Policy Act）である。以来、世界各国でその制度化が進んできた。 
我が国の環境アセスメント制度は、1972 年（昭和 47 年）に公共事業について環境アセスメントが導入さ
れたことに始まった。 
1981 年（昭和56年）には「環境影響評価法案」が国会に提出された。本法案は1983 年（昭和58年）に


























































































































































１ ） 情 報 提 供 （ Ｉｎ ｆｏ ｒ ｍ ｉｎｇ ）
▼
２ ） 意 見 聴 取 （ Ｈ ｅ ａ ｒ ｉｎｇ ）
▼
３ ） 形 だ け の 応 答 （ R ep ly  Ｏ ｎ ｌｙ ）
▼
４ ） 意 味 あ る 応 答 （ M e a n in g f u l　 Ｒ ｅ ｐ ｌｙ ）
▼
５ ） パ ー ト ナ ー シ ッ プ （ P a rtn e rs h i p ）






















































































































































      
  公衆の参加  
  ▼  ▼  
 会議ベース  文書ベース 















































































































































影響評価審議会は、学識経験者 21名で構成されている（2019 年 6月時点）。アセスメントの実施者である
事業者が審議会に出席することは原則ない。一方、川崎市の環境影響評価審議会は、学識経験者と市民の代
表より構成される。委員は、学識経験者 13名、市民は医師会や商工会議所を代表する市民 5 名と公募市民 2














































































































平成25年4月26日 「白金一丁目東部北地区第一種市街地再開発事業」環境影響評価書案〔案件番号：298〕 高層建築物の新築 12
平成25年5月22日 「浜松町駅西口周辺開発計画」環境影響評価書案〔案件番号：301〕 高層建築物の新築 6
平成25年6月28日 「（仮称）有楽町一丁目計画建設事業」環境影響評価書案〔案件番号：302〕 高層建築物の新築 7





平成26月10月7日  「（仮称）TGMM芝浦プロジェクト」環境影響評価書案〔案件番号：310〕 高層建築物の新築 0 7
平成26月12月5日  「（仮称）虎ノ門2 10計画建設事業」環境影響評価書案〔案件番号：312〕 高層建築物の新築 10
平成27年2月3日 「大手町一丁目2地区開発事業」環境影響評価書案〔案件番号：315〕 高層建築物の新築 7
平成27年5月25日 「（仮称）三田小山町西地区市街再開発事業 」環境影響評価書案〔案件番号：311〕 高層建築物の新築 10
平成27年5月25日 「（仮称）竹芝地区開発計画」環境影響評価書案〔案件番号：320〕 高層建築物の新築 5
平成27年10月1日 「（仮称）虎ノ門一丁目地区市街地再開発事業」環境影響評価書案〔案件番号：324〕 高層建築物の新築 2
























平成30年4月3日 「（仮称）日本橋一丁目中地区再開発計画」環境影響評価書案〔案件番号：342〕 高層建築物の新築 3
















































































































第1ｸﾗｽﾀｰ 第2ｸﾗｽﾀｰ 第3ｸﾗｽﾀｰ 第4ｸﾗｽﾀｰ
思う 54.059 62.582 41.451 30.899
書く 18.437 24.704 5.181 12.407
分かる 17.824 4.941 5.181 15.081
出る 11.301 24.704 31.088 8.745
見る 16.696 6.588 5.181 7.865
考える 1.303 1.647 5.181 16.809
行う 0.482 8.235 15.544 4.581
入る 3.742 16.469 0.000 5.674
言う 6.272 1.647 0.000 3.284
出す 3.588 11.528 25.907 2.533
群内項目 1 A会⾧ 6 L委員 2 B会⾧ 3 C課⾧
5 E委員 4 D課⾧




第1ｸﾗｽﾀｰ 第2ｸﾗｽﾀｰ 第3ｸﾗｽﾀｰ 第4ｸﾗｽﾀｰ 第5ｸﾗｽﾀｰ
当然 1.784 0.000 8.427 0.882 3.595
実際 2.539 3.855 5.056 0.000 3.155
特に 8.577 1.928 1.685 0.000 2.222
恐らく 3.431 1.928 0.000 0.000 1.737
既に 1.715 1.928 0.000 0.882 1.813
要するに 1.784 5.783 0.000 1.764 0.000
多分 4.186 5.783 6.742 0.882 0.000
もう少し 1.647 0.000 5.056 0.000 0.000
少し 2.539 0.000 0.000 0.000 1.115
全く 0.892 1.928 1.685 6.118 0.129
群内項目 1 A会⾧ 8 F委員 5 E委員 2 B会⾧ 3 C課⾧




第1ｸﾗｽﾀｰ 第2ｸﾗｽﾀｰ 第3ｸﾗｽﾀｰ 第4ｸﾗｽﾀｰ 第5ｸﾗｽﾀｰ 第6ｸﾗｽﾀｰ 第7ｸﾗｽﾀｰ
理由・根拠 0.000 7.859 11.648 10.328 0.000 8.536 0.000
数字・データ・数値 10.703 5.565 5.824 18.074 5.181 0.000 23.193
資料 0.000 3.960 11.648 7.746 0.000 4.268 3.865
原因 3.568 0.708 0.000 20.656 0.000 0.000 3.865
書き方・言い方 1.784 1.929 5.824 0.000 0.000 0.000 0.000
条例・制度 12.487 2.577 0.000 0.000 36.269 0.000 0.000
基準 5.351 1.123 0.000 0.000 0.000 51.216 30.924
状況・現況・現実 19.622 6.027 5.824 5.164 0.000 4.268 0.000
苦情・住民 7.135 1.285 17.472 5.164 0.000 12.804 0.000
感じ 0.000 1.355 5.824 2.582 0.000 0.000 0.000


























































理由 根拠 原因 数字 データ 数値 
資料 条例 制度 例規 法令 基準  
状況 現況 現実 苦情 クレーム 住
民 市民 書き方 言い方 感じ 災害 























員のうち、「市民委員 2」は「事業者 2」と、「市民委員 3」は「事業者 3 とB委員」と、ともに早い段階で
クラスター融合したのに対し、「市民委員 1」は他の出席者と最終段階に至るまでクラスター融合しなかった。



























































































































































































































































































































スターは「レベル・指標・基準」クラスターとの融合を経て、「理由・根拠・数字」クラスターと融合した（③）。   





















































































































































































































































































































民委員 1」「市民委員 2」「市民委員 3」が審議に加わっていることが大きな特徴の一つである。 
川崎市の「主体」の分類による樹形図（図６）を見ると、出席した 3 名の市民委員のうち、「市民委員 2」
は「事業者 2」と、「市民委員 3」は「事業者 3 とB委員」と、ともに早い段階でクラスター融合したのに対
し、「市民委員 1」は他の出席者と最終段階に至るまでクラスター融合しなかった。また、「市民委員 2」と
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